
報告 農１ 
 

新農政に向けた農業補助事業等の見直し状況について 

 

21 世紀出雲農業ＦＦＦ事業及びひかわ元気農業支援事業の事業計画期間終了に伴

う、平成 30 年度以降の新たな補助事業の見直し状況について報告します。 

 

（現行） 

 

 

 

 

 

 

 

単位：千円 

 

（平成 30年度以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新事業のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 員 協 議 会 資 料 

平成２９年(2017)１２月２０日 

農 林 水 産 部 農 業 振 興 課 

3F 協議会 斐川再生協 市 

 
3F 事業 

 
 

市 65,000 
JA 65,000 
計 130,000 

 
ひかわ元気 

農業支援事業 
 

市 11,000 
JA 11,000 
計 22,000 

 
新出雲農業 
チャレンジ事業 

 
 

 

市 5,000 
 

課題 

 ⑴ 新農政に対応した事業構築の必要性 

 ⑵ 全市的に農業振興を議論する場の必要性 

 ⑶ メニューの肥大化(3F) 

 ⑷ 地域間の不公平感 

 ⑸ 市とＪＡとの役割の見直し 

計 157,000 千円 

①全市統一の事業推進体制の構築 

  ・平成 30 年度以降の農政課題の解決に対応できる全市的な事業体制  

  ・地域間の不公平感を解消し、情報交換の場に  

  ・全体の目標（農業産出額等）を設定し、その達成に向けて事業を推進  

②市単独事業による、将来を見据えた施策の展開 

  ・5 年後、10 年後の農業振興につながる支援  

  ・農政の転換期に合わせた集中的支援  

市 

新出雲農業チャレンジ事業 
（拡充） 

 
⑴ 地域農業(農村社会)の維持 
●中山間地域支援 
●地域課題解決提案事業 
●集落営農広域連携事業 
●新規就農者支援 

⑵ モデル的、先駆的取組支援 
●ICT ソフト支援  
●GAP 認証取得支援 

⑶ 今後普及が期待できる有望品目、
新品目への支援 
●生産振興、６次産業化等 
●宍道湖西岸地区の基盤整備に伴
う営農計画推進支援 

 
 

新協議会 

出雲農業未来の懸け橋事業(仮称) 
 
 

市・ＪＡ共同原資メニュー 
 

(ＪＡしまね出雲・斐川地区本部
の負担額により地域枠を設ける) 

 
【負担割合 市１：JA１】 
 
●生産振興 
（普及・維持・拡大、産地 
づくり） 

●担い手対策  
●コスト低減、省力化  
●品質向上 

出雲地区本部原資
メニュー 
 
 
 
 
 
●産地維持に関する
事項（ハウス被覆
更新など） 

●地域独自事項 
 
 

斐川地区本部原資
メニュー 
 
 
 
 
 
●産地維持に関する
事項（ハウス被覆
更新など） 

●地域独自事項 
 



 

 

出雲農業未来の懸け橋事業推進協議会（仮称）の組織・運営体制（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲農業未来の懸け橋事業

推進協議会（仮称） 

【協議会の構成】 

 市議会、出雲市、ＪＡしまね出雲地区本部・斐川地区本

部、農業委員会、農政会議、生産者組織代表 等 

 

【協議会の機能】 

 ◆事業報告・決算、事業計画・予算の承認 

 ◆農政に関する諸課題の解決に向けた情報交換 

出雲農業未来の懸け橋事業 

審査委員会（仮称） 

【事業審査委員会の機能】 

 ◆全市展開事業（新規創設事業）の審査 

 ◆JA 地区本部原資事業の審査 

出雲農業未来の懸け橋事業推進協議会 事務局（仮称） 

市：農業振興課・斐川支所産業建設課 

JA しまね出雲地区本部：営農企画課 

JA しまね斐川地区本部：営農企画課 

報告 

審査依頼 


